
日本のツバキは日本の固有種
ヤブツバキCamellia japonicaか
ら改良によって得られた様々な
品種の総称だそうである。属名
Camelliaは宣教師で植物収集家
でもあったカメル（Georg Josef 
Kamel）に因むと言う。英語名
も camelliaである。花は2月半
ばから咲き始める。本学では工

法庵の爛柯軒北側に、いくつか
の品種がワビスケなどとともに
植えられている。25号館中庭に
も花色の異なる株がある。「椿」
は中国では別種の植物であり、
日本でツバキに当てたのか、国
字の可能性もあるらしい。なお、
同属のサザンカと違い、ツバキ
の雄しべは房状で、花弁はばら
ばらにならず、ガクを残して丸
ごと落ちる。
　江戸時代には武家に嫌われた
というのは俗説らしい。さもな
ければ「椿三十郎」という映画
は生まれなかったろう。豊臣秀
吉、徳川秀忠など愛好家は多
かったそうである（Wikipedia）。
江戸時代には枝変わりと近縁種
との交配から多数の品種が作り

出されたようである。18世紀半
ばにはヨーロッパに紹介され、
花の無い季節に咲くこともあっ
て人気を呼び、japonica系統だ
けでも3000品種に及ぶという。
英語で花言葉は「admiration」、
「perfection」だそうで、評価は
高い。
19世紀半ばには小デユマの「椿
姫」が生まれている。
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　小・中学校で行う天体の学習は、昼間に実際の星や月の動
きを観察することができないため、教師は指導に苦労します。
そこで国立天文台が作成した天文シミュレーションソフト
「Mitaka」（以後、「Mitaka」）を用いた授業実践を行いました。
「Mitaka」の特徴は、地球から天体を観るだけでなく、宇宙に
飛び出して星に接近し、その表面を観察したり、宇宙のさま
ざまな構造や天体の位置を見たりすることができます。私の
研究室の学生4人は「Mitaka」の操作・解説マニュアルを作
成し、それを用いた授業を小学校4校と中学校1校で先生方に
実践し、卒業研究にまとめました。現在、児童・生徒に一人1

台のタブレットPCが貸与されています。
それに「Mitaka」をダウンロード・イ
ンストールし、子どもたちが主体的に
「Mitaka」を操作して天体学習を行う実
践をしてもらいました。子どもたちは、
天体への興味・関心を高め、興味を持っ
た天体について自ら調べ学習を行いレ
ポートにまとめていました。

12 ANTENNA No.160　2023.7

ANTENNA  No.160 ■ 発行日：2023年7月20日　編集：学園広報部制作課　〒487-8501春 日井市松本町1200　TEL：0568-51-4465
学 校 法 人 中 部 大 学 ■ 中 部 大 学 ／ 中 部 大 学 第 一 高 等 学 校 ／ 中 部 大 学 春 日 丘 高 等 学 校 ／ 中 部 大 学 春 日 丘 中 学 校

小・中学校理科天体授業で用いる天文シ
ミュレーションソフトMitaka（国立天文台）
の操作・解説マニュアルを作成
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ツバキ（椿）

（写真上）子ども一人一人が、「Mitaka」をダウンロー
ド・インストールしたタブレットを操作しながら行
う天体学習
（写真右）子どもたちが自ら「Mitaka」を操作して
天体学習を行った後、興味・関心を持った天体を主
体的に調べ学習し、まとめたレポート




